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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益においては比較的堅調であったものの、内外需の

低迷や円高を背景に景気は力強さを欠く結果となりました。

一方、物流業界におきましては、低調な個人消費に加え、大型の公共土木工事の実施は期待できず、また自動

車や化学工業品がやや低調な動きとなるなど、国内貨物の総輸送量は前年同期を下回っております。

このような中、当社グループにおきましては、家電品等夏物商品や日用品・衛生用品等生活関連貨物の取り扱

いが堅調に推移したものの、一部配送センターにおける業務の縮小などが影響し、当第２四半期連結累計期間の

営業収益（売上高）は111億20百万円（前年同期比1.1％減）となりました。 

利益面におきましては、業務運用改善を重ねたことと引き続き燃料価格が低調に推移したことにより営業原価

が低減した結果、営業利益は５億31百万円（前年同期比36.2％増）、経常利益は５億14百万円（前年同期比

51.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は３億42百万円（前年同期比96.8％増）となりました。

セグメント別の営業収益の状況は次のとおりであります。 

物流事業の営業収益は110億19百万円（前年同期比1.0％減）となりました。その内訳は、輸送部門が71億43百

万円（前年同期比1.5％減）、倉庫部門が38億76百万円（前年同期比微増）となりました。

その他（不動産事業等）は１億１百万円（前年同期比17.1％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末の資産の部合計は、前連結会計年度末に比べ、１億98百万円減少の232億42百万

円となりました。主な要因は、機械装置及び運搬具が増加したものの、現金及び預金が減少したためでありま

す。

負債の部合計は、前連結会計年度末に比べ、４億88百万円減少の117億57百万円となりました。主な要因は、

短期借入金が増加したものの、支払手形及び営業未払金、未払法人税等、社債、長期借入金が減少したためであ

ります。

純資産の部合計は、前連結会計年度末に比べ、２億90百万円増加の114億85百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金が増加したためであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は12億71百万円となり、

前連結会計年度末より２億87百万円減少しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりで

あります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は４億23百万円（前年同期比72百万円減）となりました。これは主に仕入債務の

減少額58百万円、未払消費税等の減少額67百万円、法人税等の支払額２億71百万円による支出に対し、税金等調

整前四半期純利益５億15百万円、減価償却費３億22百万円による収入があったことなどによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は３億50百万円（前年同期は１億11百万円の獲得）となりました。これは主に有

形固定資産の取得による支出２億61百万円、無形固定資産の取得による支出30百万円、投資有価証券の取得によ

る支出33百万円があったことなどによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は３億59百万円（前年同期比13百万円増）となりました。これは主に短期借入金

の純増加額３億10百万円に対し、長期借入金の返済による支出５億23百万円、社債の償還による支出50百万円、

配当金の支払額59百万円があったことなどによるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の連結業績予想につきましては、現時点においては平成28年５月12日に公表いたしました連結

業績予想から修正は行っておりません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号  平成28年３月28日。以下

「回収可能性適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間から適用し、繰延税金資産の回収可能性に関す

る会計処理の方法の一部を見直しております。

回収可能性適用指針の適用については、回収可能性適用指針第49項(4)に定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首時点において回収可能性適用指針第49項(3)①から③に該当する定めを適

用した場合の繰延税金資産及び繰延税金負債の額と、前連結会計年度末の繰延税金資産及び繰延税金負債の額

との差額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加算しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、繰延税金資産（投資その他の資産）が10百万円、利益

剰余金が10百万円増加しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号  平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微

であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,559 1,271 

受取手形及び営業未収入金 3,262 3,272 

電子記録債権 24 46 

販売用不動産 36 36 

繰延税金資産 67 67 

その他 260 255 

貸倒引当金 △10 △11 

流動資産合計 5,200 4,939 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,750 3,773 

機械装置及び運搬具（純額） 188 267 

土地 11,280 11,305 

リース資産（純額） 322 308 

その他（純額） 114 95 

有形固定資産合計 15,656 15,749 

無形固定資産 532 473 

投資その他の資産    

投資有価証券 515 527 

繰延税金資産 93 104 

その他 1,481 1,487 

貸倒引当金 △38 △38 

投資その他の資産合計 2,051 2,080 

固定資産合計 18,240 18,303 

資産合計 23,441 23,242 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 1,932 1,873 

短期借入金 2,783 3,106 

1年内償還予定の社債 100 100 

未払法人税等 290 202 

賞与引当金 129 126 

その他 885 899 

流動負債合計 6,121 6,308 

固定負債    

社債 100 50 

長期借入金 4,949 4,413 

関係会社事業損失引当金 30 3 

退職給付に係る負債 430 420 

その他 614 562 

固定負債合計 6,124 5,448 

負債合計 12,245 11,757 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,284 1,284 

資本剰余金 1,086 1,086 

利益剰余金 8,775 9,068 

自己株式 △59 △59 

株主資本合計 11,087 11,379 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 152 137 

繰延ヘッジ損益 △42 △31 

退職給付に係る調整累計額 △1 △0 

その他の包括利益累計額合計 108 105 

純資産合計 11,195 11,485 

負債純資産合計 23,441 23,242 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業収益 11,247 11,120 

営業原価 10,473 10,188 

営業総利益 773 932 

販売費及び一般管理費 383 400 

営業利益 390 531 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 5 5 

受取保険金 － 3 

保険解約返戻金 28 － 

関係会社事業損失引当金戻入益 － 10 

その他 6 5 

営業外収益合計 41 25 

営業外費用    

支払利息 45 38 

保険解約損 37 － 

その他 9 3 

営業外費用合計 93 42 

経常利益 338 514 

特別利益    

固定資産売却益 23 11 

投資有価証券売却益 － 0 

特別利益合計 23 11 

特別損失    

固定資産売却損 3 － 

固定資産除却損 3 0 

関係会社出資金評価損 33 9 

事業構造改善費用 25 － 

特別損失合計 65 10 

税金等調整前四半期純利益 296 515 

法人税等 118 172 

四半期純利益 177 342 

非支配株主に帰属する四半期純利益 4 － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 173 342 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益 177 342 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △50 △14 

繰延ヘッジ損益 △13 11 

為替換算調整勘定 0 － 

退職給付に係る調整額 4 1 

その他の包括利益合計 △59 △2 

四半期包括利益 118 339 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 114 339 

非支配株主に係る四半期包括利益 4 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 296 515 

減価償却費 333 322 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 30 0 

支払利息 45 38 

関係会社出資金評価損 33 9 

有形固定資産売却損益（△は益） △20 △11 

有形固定資産除却損 3 0 

売上債権の増減額（△は増加） 170 △32 

たな卸資産の増減額（△は増加） 18 7 

仕入債務の増減額（△は減少） △124 △58 

未払消費税等の増減額（△は減少） △159 △67 

その他 5 2 

小計 633 727 

利息及び配当金の受取額 5 5 

利息の支払額 △45 △38 

特別退職金等の支払額 △57 － 

法人税等の支払額 △40 △271 

営業活動によるキャッシュ・フロー 495 423 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △116 △261 

有形固定資産の売却による収入 162 11 

無形固定資産の取得による支出 △52 △30 

投資有価証券の取得による支出 △4 △33 

その他 122 △36 

投資活動によるキャッシュ・フロー 111 △350 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 325 310 

長期借入金の返済による支出 △513 △523 

社債の償還による支出 △50 △50 

配当金の支払額 △74 △59 

その他 △33 △36 

財務活動によるキャッシュ・フロー △346 △359 

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 260 △287 

現金及び現金同等物の期首残高 1,099 1,559 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,360 1,271 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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